
書
類

対象学年

【給付】
４年生

（大学進学時に相当す
る学生）

全学生
（当該年度に研究を行う学

生）

本科全学年
（保護者が病気や災害・自死
などで死亡したり，それらが
原因での著しい後遺障害で
働けない家庭の子ども）

全学年

全学年

※奨学金は他にもあります。随時周知しますので，電気情報工学科棟北側の掲示板や，各棟設置の電子掲示板を注意して見ておくこと。

－ 月額１０，００１円 ４月上旬～５月上旬

各自で奨学会へ郵送
※募集要項等は奨学会ＨＰから取りだすか，郵送依頼できます。

※他の奨学金との併用不可
※返還不要

※給付期間　１年間

希
望
者
の
み
に
学
生
係
窓
口
で
配
布

各
自
で
書
類
取
得

奨
学
金
制
度

朝鮮奨学会

高等専門学校に
所属している

韓国人・朝鮮人学生
奨学期間の定める

学力基準に該当する者

学校単位での枠なし ３～４月
各自で福山市へ持参申込

※募集要項等は福山市ＨＰから取り出せます。
※他の奨学金貸与との併用不可。

担当：学生課学生係

学生課
学生係

（図書館
棟１Ｆ）

日本学生
支援機構

-
月額３０，０００円

（授業料免除を受けた場合は２０，０００円）
６月～７月上旬

※無利息

○平成２９年度から開始された制度
　情報は随時更新
※返還不要

社会的擁護が必要な学生
（児童養護施設や里親などの下で生活している学生）が対象

あしなが育英会

保護者が病気や災害・自死
などで死亡したり，それらが
原因での著しい後遺障害で
働けない家庭の子どもが対

象

- 月額２５，０００円

本科全学年 - 月額２５，０００円

-

本科全学年

４～５月

誠之奨学金

保護者が福山市在住等の
条件あり

（選考は，奨学機関の定め
る家計の基準に該当するか

を審査）

－ 月額１０，０００円

月額２０，０００円 学内選考により推薦者を決定
天野工業
技術研究所

本科５年生 合計３名

○他の奨学金との併用不可（日本学生支援機構の貸与のみ可）。
※返還不要

小松育英会

※返還不要

古川技術
振興財団

申請者提出の研究のテー
マ・将来の構想を基に審査

学校単位での枠なし
（平成２８年度は広島県内の大学・短期大学・高等

専門学校から合計６件という枠あり）
-

１件　３６０，０００円以内
（５月下旬に一括贈呈）

２月上旬～３月中旬
※返還不要
※給付期間　原則１年間

※無利息

自宅外 月額２３，０００円

２月～４月上旬

○他の給付型奨学金との併用不可。
　　（平成２９年度より，貸与型奨学金とは併用可に）
※返還不要
※給付期間　１年間

ウシオ財団 専攻科１年生
（本科５年生の予約採用有）

合計１名 - 月額６０，０００円

学校単位での枠なし

自宅 月額１８，０００円

選考は，奨学機関の定め
る学力・家計の基準に該

当するかを審査

４月下旬～５月中旬

学内選考により推薦者を決定

各学年１名ずつ
合計５名

広島県
教育委員会

４月上旬
※基金設置団体による地方創生枠推薦者は、第一種奨学金を申し
込む際に、「地方創生枠推薦者決定通知【進学先提出用】を提出し
てください。

４学年以上 ４５，０００円
月額２万～１２万円
の範囲で選択（万単
位）

自
宅
外

１～３学年 ２２，５００円

第１種 第２種

１～３学年 ２１，０００円

５１，０００円
月額２万～１２万円
の範囲で選択（万単
位）

４学年以上

平成30年度　呉工業高等専門学校取扱　奨学金関係一覧（４年生以上）

区　　分 免除・貸与の要件又は募集人員等 免除又は貸与の月額・年額等

【貸与】
全学年

（在学採用）

選考は，奨学機関の定め
る学力・家計の基準に該

当するかを審査

　募集人員：日本学生支援機構からの
　　　　　　　通知による

　
　※貸与額は通学区分毎に２種類から選択

自
宅

書類提出期限・
募集時期

提出先 備　　　考

授業料免除制度 ４・５年生，専攻科生

次のいずれかの要件を満たす者。

（１）経済的理由による場合
経済的理由によって授業料の納付が困難であり，かつ，学業優秀
と認められる者

（２）災害等の特別な事情による場合
次の①又は②に該当する特別な事情により，授業料の納付が著し
く困難であると認められる者

①　各期授業料の納期前６月以内（新入学生に対する入学した日
の属する期分の免除に係る場合は入学前１年以内）において，当
該学生の学資を主として負担している者が死亡した場合又は学生
若しくは学資負担者が風水害等の災害を受けた場合

②　①に準ずる場合であって，校長が相当と認める事由がある場
合

授業料の全額又は半額免除

【前期】４月６日（金）
※一部書類は６月１５日（金）

【後期】１０月１日（月）

○免除申請をした学生は，結果通知があるまで授業料の徴
収が猶予されます。

○前期分の許可・不許可は８月頃，後期分の許可・不許可は
１１月頃に通知します。

○前期分申請時に，同時に後期分の免除申請もできます。
（後期分審査のために，後期分申請期間中に改めて関係書
類の提出は必要です）


